
　生命保険金に関する支払調書（改正後）

（税理士法人レディング　代表税理士　木下勇人）

改正後

改正前

次号は・・・一時金の支払調書につき、生前に名義変更した場合における記載事項の追加（税制改正） をお送りします。

支払調書の提出基準の変更
　
　 　　　　　（１）1回の支払金額が100万円を超える保険金、解約返戻金を支払う場合
　　　　　（２）年間20万円以上の年金等を支払う場合
　　

　父を契約者、長男を被保険者とする一時払い終身
保険に対し、1,000万円支払ったとします。父に相続が
発生しても、被保険者である長男が存命であるため、
保険金が支払われることはありません。一般的には、
保険契約を長男が引き継ぎ名義変更されることにな
りますが、相続税計算上は、父の相続発生日における解約返戻金（ここでは950万円とします）を
相続財産とみなされ、長男には相続税が課税されることになります。
　

改正前の記載事項に、生前に名義変更した場合の記載事項の追加
改正前の提出基準に加えて、「死亡による契約者の変更」の場合が追加

➡

検　証
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契約者変更
生命保険

異動に関する調書

　                                       長男に名義変更された場合には、保険金が支払われていないため、
支払調書の提出基準に該当しないことになります。そのため、税務署は名義変更が行われ
ていたとしても、納税者が相続財産として計上していなければ、その存在を発見しづらくなり
相続税が課税できなくなります。

改正前の問題点

相
続
額
を
把
握

➡

　改正により、死亡（相続）による契約者変更が生じた場合には、翌年1月31日
までに、保険会社から税務署に対し「保険契約者等の異動に関する調書」を提
出しなければならないことになりました。これにより、税務署は名義変更による
相続税の課税逃れを把握しやすくなりました。

　上記事例のような名義変更をした場合、父のみなし相続財産として、相続開始時点の
解約返戻金相当額の申告漏れに留意しましょう。

　1月号で生命保険を名義変更した場合にかかる税金について概要をお知らせしました。その中でも申告漏れ
を起こしやすく、税務署から指摘を受けやすい事例を取り上げ、具体的に説明します。今月号では「死亡による
契約者の変更」の場合について、来月号では「生前に名義変更した場合の記載事項の追加」について掲載します。

（※1月号想定②のケース）
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